
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Progress】 

介護情報 共有システム 

 

 

エンタープライズリンク情報技術産業 

分かりやすく柔軟な機能の中に、高度な検索能力を搭載します 
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介護記録の情報システム化の以前 

・保管をされました介護記録から、必要に応じて、個別に、介護

記録の内容を、確認いたします事の「煩雑化」「困難化」。 
 

【課題点】 

介護記録の情報システム化によります業務環境の改善効果 

介護記録の作業を効率化 

・情報システム化された、介護記録からは、「日付」や 
「担当者」「介護利用者」等での検索、並べ替えが可能

になっています。 
・記載事項の項目には、キーワード検索にも対応をして

おります。 

【課題の解決・作業の改善】 
 

介護記録の情報システム化 

保管記録からの再確認が「煩雑化」「困難化」 
介護記録の検索・並べ替えを効率化 

介護業務の連携・引継ぎを円滑化 

・介護記録の効率的なご確認によって、介護職員の方が、

急な休職時（病気・事故等）や、ご退職をされます時に

も、円滑な業務を目指せます。 

・WEB システムの動作で、効率的なご活用が行えます。 



  

  

  

この介護利用者様は、どのような 
介護を受けられていた人なのでしょ

う･･･ 
この方の、これまでの介護記録を、 
まとめて、確認をしたいわ。 

私が担当になります利用者様の方々は、 
どのような介護を受けられていたのか

な･･･。 
以前の担当者の方の、介護記録を確認して

いかないと･･･。 

情報システム化の介護記録には、 
「日付」や、「利用者」のお名前での、 
検索や、並べ替えが行えますので、 
効率的に、確認をしてまいりましょう。 
 

情報システム化の介護記録から、以前の

「担当者」や「介護利用者」の、検索を

してみよう。 
私の、これからの介護業務の参考にして

いかないと。 

介護記録の情報システム効果について 

介護サービス担当者の変更が発生 

大変だわ、他の方が担当だった、 
介護利用者様を、突然に、私が引き 
継ぐ事になってしまったわ。 

今度から、他の方が担当だった、 
介護利用者様を、私が引き継ぐ事 
になってしまったよ。 

介護サービス担当者の変更が発生 

この方は、以前に急病 
をされた事があるのね。 
私も、気をつけて接して 
あげないといけないわ

ね。 

この方は、先日にお薬を 
間違って飲まれそうに 
なったのだね。 
私も、十分気をつけて介護

を行っていこう。 

介護業務の円滑な連携・引継ぎを目指せます。 



 

鈴木さんのおトイレの時間は、 
基本的には、「10 時」「13 時」「15 時」

に、行われるのね。 
 
私も、気をつけて、おトイレを促しなが

ら、介護をしてまいりましょう。 

鈴木さんは、10 月 8 日に、いつもより 
おトイレの回数が多い事があったのだ

ね。 
 
鈴木さんのお腹の調子にも、気をつけ

ながら、介護を行っていきましょう。 

通所介護おトイレ履歴表の分析効果 

・利用者様が、恥ずかしいお気持ち等で、おトイレを我慢してしま

われます事を防ぎます。 
 

・計画的に、おトイレを促せます事で、「お漏らし」等の確率を、 
改善する事が出来ます。 

介護記録より、おトイレ履歴の抽出画面 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バイタルサインのデータ出力機能 

・介護サービス利用者様の、健康状態に応じられまして、定期的な体温・脈拍・ 
血圧のご記録が必要とされます場合には、介護記録から Web 上や EXCEL で 
ご確認が行えます形式で、グラフ化に必要な数値を表示いたします。 

日常的な数値との比較で、 
健康状態の、ご確認が、 
効果的に行えます。 



 
 

介護記録の検索結果は、CSV ファイルでの出力が行えます。 
 
CSV の出力ファイルにより、各従業員の業務の状況を、Excel
よりの一覧表示での確認が、可能になっています。 

訪問介護の管理作業の効率化 

介護作業の［開始時間］と、［完了時間］の入力情報から、 
作業の［合計時間］と、次の時間帯の計算表示が行えます。 
・通常時間（8 時～18 時） 
・早朝時間（6 時～8 時） 
・夜間時間（18 時～22 時） 
・深夜時間（22 時～6 時） 

介護作業の時間から、［社員］や［介護利用者］の分類で、 
Excel での、月間の集計表示などが、効率的に行えます。 



 
 
 
・利用者様には、担当職員の突然のご変更や、ご退職等 
 によります担当者の交代時でも、これまでの業務記録 
 に基づく適切な、介護サービスが行われます。 
 
・利用者様とご家族の方が、継続的に介護サービスの 
ご利用をされます事の安心感の 
向上を目指せます。 

 

 
 
 
・個別の利用者様に対しまして、担当者が複数人の 
場合にも、情報の共有化によって、業務の円滑な 

 連携や引継ぎを促します。 
 
・介護担当者の突然の変更や、ご退職等による担当者 
の交代時でも、利用者様に、適切な介護サービスが行 
われます事を目指せます。 

 

 
 
 
・日々の介護職員の方々の業務記録を、一覧表示でのご確認 
 が頂けます。 
 
・訪問介護業務時間の集計作業を効率化いたします。 
 
・利用者様の、必要に応じてご登録が行えます血圧、脈拍 
などのバイタルサインの数値を、グラフで分かりやすく 
ご確認が行えます事で、今後の介護計画に活かせます。 

 

業務管理の効率化 

介護業務の円滑化 介護利用者様の安心感の向上 

介護記録の情報システム化について（利用者満足度の向上・業務の効率化） 



 

・検索キーワードによりますハイライト表示 

◇介護記録の検索項目には、日付、各項目に加えまして、記載事項には、キーワード検索が可能になっています。 
 

検索表示画面 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①体温が３７.５度以上に上昇 または、体温が 35.5 度以下に低下 
 
②脈拍が、利用者様の平均値の 20％以上に上昇、または、平均値の 20％以下に低下  
 

③血圧が、利用者様の平均値の 20％以上に上昇、または、平均値の 20％以下に低下  
 

④ヒヤリハットの発生 
 

⑤お食事の量が、２割以下の状態 
 

⑥おトイレの回数が、平均値の２倍以上 
 
※1 番～5 番までの機能は、訪問介護と通所介護の共通機能になります。 
※６番は、介護の時間が一定になります、通所介護の機能になります。 
 

・効果的な業務管理の為に、次のような介護記録の変化を、電子メールで各ユーザーに 
配信が行えます。 

介護記録の変化情報を、電子メールで配信します 

【Progress】介護記録情報システム機能 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①介護職員の業務の状態を、効果的に管理をする事が出来ます。 
 
②電子メールで伝えられました、体温・脈拍・血圧などのバイタル 
 サインの変化は、パソコン上でグラフ表示のご確認も行えます。 
 
③介護職員のトラブル体験を、迅速に職員間で共有することが可能 
 になりまして、同様のトラブルの防止につながります。 
 
④職員の介護業務上で、問題が発生をされました場合にも、迅速に 
 ご対応を行う事が可能になりまして、状況悪化の防止や、改善を 
 効率的に目指す事が可能になります。 
 
⑤利用者様の食事量の減少を、適切に確認が出来ます事で、健康状 
 態のご配慮や、食事や味付けの好みの把握が行えます事で、お食 
 事サービスの顧客満足度の向上を目指せます。 

電子メール機能で次のような効果が目指せます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②管理ユーザー 
 
・ユーザーの登録と編集が行えます。 
 
・一般的なシステムのご利用（介護記録の登録・検索等）が行えます。 
 
・業務時間の一覧表示と集計用のデータを出力できます。 

ご利用ユーザーの種類について 

・ご利用のユーザーには、次の２種類のユーザーのご選択が、可能になっています。 

①一般ユーザー 
 
・一般的なシステムのご利用（介護記録の登録・検索等）が行えます。 
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情報技術で事業の発展を目指します 

エンタープライズリンク株式会社 


